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忙
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し
さ
も
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段
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し
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や
れ
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れ
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所
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し
ょ
う
か
。
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新
し
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変
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ま
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も
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新
、
ん
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馴

れ
ま
し
た
か
。
こ
れ
か
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年
齢
を

数
え
る
の
に
少
し
と
ま
ど
い
そ
う

で
す
ね
。
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当
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年
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の
．
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数
、

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

町
内
各
地
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
之
山
小
学
校
区
の
運
動
会
は

午
前
中
屋
内
体
育
館
で
、

午
後
は
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

み
ん
な
一
生
懸
命
走
っ
た
り

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
に

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

・
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②

新しい県知事誕生

　
君
健
男
前
知
事
の
任
期
途
中
の

辞
任
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
第
十
三

回
県
知
事
選
挙
に
は
、
金
子
清
氏
、

志
苫
裕
氏
、
長
崎
明
氏
の
無
所
属

三
氏
が
立
候
補
し
、
激
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
投
票

の
結
果
、
金
子
清
氏
（
前
副
知
事
）

が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
・
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
、

農
業
県
と
し
て
関
心
の
高
い
農
政

問
題
と
、
そ
の
結
果
が
全
国
的
な

注
目
を
集
め
た
今
回
の
県
知
事
選

挙
は
、
五
月
十
五
日
に
告
示
さ
れ

六
月
四
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し

新潟県知事選挙結果
　　　　（投票率79．07％）

た
。
君
前
知
事
が
辞
任
直
後
に
亡

く
な
ら
れ
る
と
い
う
中
で
の
選
挙

戦
は
、
選
挙
民
に
か
つ
て
な
い
関

心
を
抱
か
せ
、
投
票
率
は
前
回
を

七
・
八
五
％
も
上
回
る
七
九
・
〇

七
％
の
高
い
率
を
記
録
し
ま
し
た
。

松
之
山
町
の
投
票
率
も
八
九
・
四

二
％
と
、
県
知
事
選
と
し
て
は
極

め
て
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
結
果
で
特
に
注
目

金　子　　　清 ⑭658，086票

志苫　　　裕 ㊧611，986票

長　崎　　　明 140，161票

合　　　　　計 1，410，233票

松之山町における得票数

さ
れ
た
の
は
、
今
ま
で
保
守
正
国

と
い
わ
れ
て
来
た
本
県
で
、
革
新

系
二
人
の
候
補
の
得
票
数
が
保
守

票
を
約
卜
万
票
も
オ
ー
バ
ー
し
た

事
で
す
。
中
で
も
農
家
の
多
い
郡

部
で
か
つ
て
な
い
ほ
ど
保
守
票
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

現
在
の
国
や
県
に
対
す
る
強
い
農

政
批
判
が
表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

金　子　　　清 1，623票 58．13％

志　苫　　　裕 645票 23．10％

長　崎　　　明 524票 18．77％

合　　　　　計 2，792票 100％

　
松
之
山
町
で
は
金
子
清
氏
へ
の

投
票
数
が
一
番
多
く
、
一
、
六
二

三
票
、
次
に
志
苫
裕
氏
で
六
四
五

票
、
長
崎
明
氏
が
五
二
四
票
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
金
子
新
知
事
は
東
京
都
生
ま
れ

で
現
在
五
十
六
歳
、
自
治
省
出
身

で
昭
和
五
十
八
年
よ
り
君
知
事
の

下
で
副
知
事
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

最終有権者数 3，138人

投票者総数 2，806人

有効投票者数 2，792人

無効投票者数 14人

投　　票　　率

男90．85％

女．88．12％

計89．42％
大切にしたいこの一票

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

　
　
　
　
　
大
渕
絹
子
氏
（
社
会
新
）
が
革
新
議
席
を
守
る

参議院議員補欠選挙開票結果
氏　　　名 所　属 得　　票　　数

大渕　絹子 社会新 ㊥560，275票

君　　英夫 自民新 482，391票

村田　一男 共産新 47，174票

　
志
苫
裕
議
員
の
県
知
事
選
出
馬

に
よ
り
、
一
名
欠
員
と
な
っ
て
い

ま
七
た
参
議
院
新
潟
地
方
区
の
補

欠
選
挙
が
十
五
日
告
示
さ
れ
、
二

十
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
即
日
開
票
の
結
果
、
社
会
党
新

人
の
大
渕
絹
子
氏
（
四
十
四
歳
）

が
、
自
民
党
新
人
の
君
英
夫
氏
に

七
万
八
千
票
近
い
差
を
つ
け
、
初

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
県
知
事
選
挙
に
続
く
今
回
の
選

挙
に
は
、
自
民
・
社
会
・
共
産
の

各
党
か
ら
一
名
づ
つ
の
新
人
が
立

候
補
し
、
知
事
選
ほ
ど
に
は
盛
り

上
が
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
政
治

改
革
・
消
費
税
・
農
政
問
題
を
焦

点
に
激
し
い
選
挙
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
先
の
県
知
事
選
挙
で
革
新
系
の

票
が
保
守
系
候
補
の
得
票
を
十
万

票
余
り
上
回
っ
た
事
で
、
全
国
的

に
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
今
回

も
、
宇
野
新
内
閣
が
発
足
し
て
か

ら
全
国
で
初
め
て
の
国
政
選
挙
と

い
う
事
で
、
そ
の
結
果
が
大
変
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
全
体
で
六
〇
・
七
三

％
と
低
か
っ
た
も
の
の
、
補
欠
選

挙
と
し
て
は
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。
松
之
山
町
に
お
け
る
最

終
投
票
率
は
八
三
・
四
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
初
当
選
を
果
た
し
た
大
渕
氏
は

小
千
谷
市
出
身
の
四
十
四
歳
。
消

費
税
廃
止
、
農
政
改
革
な
ど
を
訴

え
、
女
性
票
を
中
心
に
票
を
集
め
、

市
部
・
郡
部
と
も
に
君
英
夫
氏
の

得
票
を
上
回
り
大
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
志
苫
議
員
の
持
っ

て
い
た
社
会
党
の
議
席
を
守
る
と

同
時
に
、
新
潟
県
か
ら
戦
後
五
人

目
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
事
に

な
り
ま
す
。

　
七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
参

議
院
議
員
選
挙
の
結
果
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

東頸城郡町村別得票

町村名 大　渕 君 村　田 投票者数 投票率

松之山町

票
7
9
5

　蕾’
　示1，508

票
3
0 1

　　人
2，648

　　％
83．45

安塚町 1，341 1，687 40 3，183 83．63

浦川原村 1，364 1，387 77 2，880 81．47

松代町 1，280 2，134 161 3，695 85．14

大島村 763 1，316 34 2，181 85．43

牧　　村 1，001 1，263 47 2，375 76．49

合　　計 6，544 9，295 660 16，962 82．69

0
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選
を
果
た
し
た
大
渕
氏
は

小
千
谷
市
出
身
の
四
十
四
歳
。
消

費
税
廃
止
、
農
政
改
革
な
ど
を
訴

え
、
女
性
票
を
中
心
に
票
を
集
め
、

市
部
・
郡
部
と
も
に
君
英
夫
氏
の

得
票
を
上
回
り
大
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
志
苫
議
員
の
持
っ

て
い
た
社
会
党
の
議
席
を
守
る
と

同
時
に
、
新
潟
県
か
ら
戦
後
五
人

目
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
事
に

な
り
ま
す
。

　
七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
参

議
院
議
員
選
挙
の
結
果
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

東頸城郡町村別得票

町村名 大　渕 君 村　田 投票者数 投票率

松之山町

票
7
9
5

　蕾’
　示1，508

票
3
0 1

　　人
2，648

　　％
83．45

安塚町 1，341 1，687 40 3，183 83．63

浦川原村 1，364 1，387 77 2，880 81．47

松代町 1，280 2，134 161 3，695 85．14

大島村 763 1，316 34 2，181 85．43

牧　　村 1，001 1，263 47 2，375 76．49

合　　計 6，544 9，295 660 16，962 82．69

0
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町
の
六
月
定
例
議
会
が
二
十
九

日
と
三
十
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
度
最
後
の
補
正
予

算
及
び
、
平
成
元
年
度
補
正
予
算
、

条
例
関
係
で
は
、
町
長
は
じ
め
特

別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
、
昭
和

六
十
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
の
決
算
が
提
案
さ
れ
、
三
、
九

§

一
一
万
九
八
一
円
の
決
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計

及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
他
の
三

特
別
会
計
の
決
算
は
、
九
月
定
例

議
会
で
提
案
さ
れ
ま
す
。

　
町
長
の
考
え
を
問
う
一
般
質
問

に
は
四
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
ふ

る
さ
と
創
生
一
億
円
の
使
い
み
ち
、

工
場
誘
致
、
福
祉
行
政
、
克
雪
対

策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平成元年度

一般会計補正予算

の主なもの

瓢彦．

補正予算
（昭和63年度分）

1〉一般会計予算（第8回）

　・19万4千円減額
　　　　　　　総額　　　24億7，201万3千円に

レ国民健康保険（第4回）

　・事業勘定・診療所勘定とも予算内補正・総額かわらず

　・事業勘定　　　　　　3億7，697万4千円

　・診療所勘定　　　　　　2億4，602万9千円

レ簡易水道事業（第4回）

　・6万9千円増額
　　　　　総額　　　　　　　6，532万2千円に

（平成元年度分）

〉一般会計予算（第1・2・3回）

　・7，700万5千円増額
　　　　　総額　　　　　22億4，050万円に

〉老人保健特別会計（第1回）

　・563万6千円増額
　　　　　総額　　　　　　3億2，493万9千円に

〉簡易水道事業特別会計（第1回）

　・500万円増額

　　　　　総額　　　　　　　6，850万7千円に

〉農業共済事業特別会計（第1回）

　。4千円増額
　　　　　総額　　　　　　　4，545万円に

▽
総
務
費

・
県
知
事
及
び
参
議
院
議
員
補
欠

　
選
挙
費
　
　
　
　
五
七
〇
万
円

・
職
員
駐
車
場
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
〇
万
円

・
軽
自
動
車
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

・
パ
ソ
コ
ン
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

・
松
里
小
学
校
用
地
買
収
及
び
補

　
償
料
　
　
　
一
九
八
万
八
千
円

▽
民
生
費

・
老
人
家
庭
奉
仕
員
一
名
増
（
臨

　
時
）
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

。
招
魂
社
伝
習
施
設
駐
車
場
補
装

　
工
事
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
外
壁
等
塗
装

　
工
事
　
　
　
　
　
三
八
二
万
円

。
宝
用
水
組
合
出
資
金
精
算
補
助

　
金
　
　
　
　
三
六
二
万
四
千
円

▽
教
育
費

・
英
語
指
導
助
手
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
万
円

・
浦
田
中
体
育
館
屋
根
修
理
代

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

特
別
職
の
報
酬
を
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
町
長
五
四
万
九
千
円
に
！

▽
町
長
・
助
役
・
教
育
長
の
報
酬

　
を
七
月
一
日
よ
り
二
・
三
～
二
・

　
六
％
の
幅
で
引
き
上
げ
る
。

O　　O　　Q

教助町
育

長役長

五
四
万
九
千
円

四
三
万
六
千
円

　
　
三
九
万
円

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
も
ア
ッ
プ

▽
議
会
関
係
（
月
額
）

。
議
長
　
　
　
一
七
万
五
千
円

。
副
議
長
　
　
　
一
三
万
七
千
円

・
常
任
委
員
長
　
一
二
万
五
千
円

。
議
員
．
　
　
二
一
万
一
千
円

　
そ
の
他
、
農
業
委
員
会
長
な
ど

十
四
の
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
報
酬
が
月
額
で
決
ま
っ

て
い
る
も
の
は
七
月
一
日
か
ら
、

ま
た
、
年
額
で
支
給
さ
れ
る
も
の

は
、
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
定
員
変
更
と

　
　
　
　
　
　
報
酬
の
引
き
上
げ

（
年
額
）

。
分
団
長

・
副
分
団
長

・
部
　
長

・
班
　
長

・
団
　
口
貝

八〇九〇四
三
〇
〇
円

八
O
O
円

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

⊥
パ
○
○
円

そ
の
他
の
条
例
改
正
等

▽
水
梨
部
落
に
集
落
開
発
セ
ン
タ

ー
を
建
築
。

　
　
昨
年
の
藤
倉
部
落
に
引
き
続

　
き
、
水
梨
部
落
の
集
会
所
跡
地

　
に
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
築
。

▽
松
之
山
町
高
齢
者
等
肉
牛
飼
育

　
モ
デ
ル
事
業
基
金
条
例
の
一
部

改
正
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
の

　
道
路
改
良
工
事
（
延
長
四
八
○

　
メ
ー
ト
ル
・
幅
六
メ
ー
ト
ル
）

　
を
、
株
式
会
社
「
高
橋
組
」
が

　
四
、
〇
九
九
万
四
千
円
で
契
約
。

◎
請
願
・
陳
情

　
　
今
回
も
三
件
の
請
願
・
陳
情

　
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員

　
会
に
付
託
及
び
、
関
係
機
関
に

　
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
定
員
を
三
五
〇
名
か
ら
三
三
五

　
名
に
減
員
し
ま
し
た
。

。
団
長
一
〇
一
、
○
○
○
円

。
副
団
長
　
　
七
八
、
三
〇
〇
円

・
正
副
部
長
　
五
一
、
三
〇
〇
円

11

、
　
！

（〉デ

堅
t

油
ナ

暁

・墨走は他人の迷惑身の破滅・

夏
の
水
難
事
故
防
止

　
こ
れ
か
ら
本
確
的
な
夏
が
や
っ

て
来
ま
す
。

　
各
地
で
プ
ー
ル
開
き
や
海
開
き

の
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
暑
い
と
き
冷
た
い
水
の
中
は

大
変
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
し
、

ス
ポ
ー
ツ
面
を
考
え
れ
ば
全
身
の

筋
肉
を
使
う
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
、

と
れ
た
体
力
づ
く
り
が
出
来
ま
す
。

　
し
か
し
、
水
の
中
は
色
々
な
危

険
が
つ
き
ま
と
い
、
毎
年
多
く
の

方
々
が
水
の
犠
牲
と
な
っ
て
尊
い

命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
海
水
浴
・
魚
釣
り
・

夏
休
み
中
の

非
行
防
止
に

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ

て
来
ま
す
。
一
年
中
で
一
番
長
い

休
み
で
、
今
か
ら
色
々
な
計
画
を

た
て
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
！

　
し
か
し
、
児
竜
・
生
徒
の
皆
さ

ん
が
学
校
を
離
れ
た
解
放
感
か
ら
、

川
遊
び
ゼ
プ
ー
ル
な
ど
、
水
に
触

れ
た
り
入
っ
た
り
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
泳
ぐ
前
の
準
備
運
動
や
お
酒
を

飲
ん
で
の
遊
泳
は
止
め
る
、
一
人

で
は
絶
対
行
か
な
い
な
ど
充
分
注

意
し
、
悲
し
い
事
故
、
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
ρ
㊥
　
　
　
　
●
山
吻

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ロ

　
　
ア

　
　
ゆ
　
　
つ
　
　
　
ヘ

　
　
ク
b
　
等

　
　
　
　
ル
ノ
鋭
幽
●

　
　
　
｛
ノ
　
隅
卜

　
　
　
　
・
ざ
、
一

　
　
　
　
“
　
　
、
㌦
恥

　
　
　
つ
い
て

万
引
き
・
乗
物
盗
や
バ
イ
ク
な
ど

に
よ
る
暴
走
行
為
等
に
走
り
や
す

い
時
期
で
す
。

　
事
故
が
お
き
な
い
よ
う
家
庭
で

子
供
た
ち
の
行
動
等
を
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
、
規
則
正
し
い
生
活

が
出
来
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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町
の
六
月
定
例
議
会
が
二
十
九

日
と
三
十
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
度
最
後
の
補
正
予

算
及
び
、
平
成
元
年
度
補
正
予
算
、

条
例
関
係
で
は
、
町
長
は
じ
め
特

別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
、
昭
和

六
十
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
の
決
算
が
提
案
さ
れ
、
三
、
九

§

一
一
万
九
八
一
円
の
決
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計

及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
他
の
三

特
別
会
計
の
決
算
は
、
九
月
定
例

議
会
で
提
案
さ
れ
ま
す
。

　
町
長
の
考
え
を
問
う
一
般
質
問

に
は
四
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
ふ

る
さ
と
創
生
一
億
円
の
使
い
み
ち
、

工
場
誘
致
、
福
祉
行
政
、
克
雪
対

策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平成元年度

一般会計補正予算

の主なもの

瓢彦．

補正予算
（昭和63年度分）

1〉一般会計予算（第8回）

　・19万4千円減額
　　　　　　　総額　　　24億7，201万3千円に

レ国民健康保険（第4回）

　・事業勘定・診療所勘定とも予算内補正・総額かわらず

　・事業勘定　　　　　　3億7，697万4千円

　・診療所勘定　　　　　　2億4，602万9千円

レ簡易水道事業（第4回）

　・6万9千円増額
　　　　　総額　　　　　　　6，532万2千円に

（平成元年度分）

〉一般会計予算（第1・2・3回）

　・7，700万5千円増額
　　　　　総額　　　　　22億4，050万円に

〉老人保健特別会計（第1回）

　・563万6千円増額
　　　　　総額　　　　　　3億2，493万9千円に

〉簡易水道事業特別会計（第1回）

　・500万円増額

　　　　　総額　　　　　　　6，850万7千円に

〉農業共済事業特別会計（第1回）

　。4千円増額
　　　　　総額　　　　　　　4，545万円に
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一
一
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台
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台
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収
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び
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一
九
八
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円

▽
民
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費

・
老
人
家
庭
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仕
員
一
名
増
（
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時
）
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

。
招
魂
社
伝
習
施
設
駐
車
場
補
装

　
工
事
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
外
壁
等
塗
装

　
工
事
　
　
　
　
　
三
八
二
万
円

。
宝
用
水
組
合
出
資
金
精
算
補
助

　
金
　
　
　
　
三
六
二
万
四
千
円

▽
教
育
費

・
英
語
指
導
助
手
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
万
円

・
浦
田
中
体
育
館
屋
根
修
理
代
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〇
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円

特
別
職
の
報
酬
を
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
町
長
五
四
万
九
千
円
に
！

▽
町
長
・
助
役
・
教
育
長
の
報
酬

　
を
七
月
一
日
よ
り
二
・
三
～
二
・

　
六
％
の
幅
で
引
き
上
げ
る
。

O　　O　　Q

教助町
育

長役長

五
四
万
九
千
円

四
三
万
六
千
円

　
　
三
九
万
円

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
も
ア
ッ
プ

▽
議
会
関
係
（
月
額
）

。
議
長
　
　
　
一
七
万
五
千
円

。
副
議
長
　
　
　
一
三
万
七
千
円

・
常
任
委
員
長
　
一
二
万
五
千
円

。
議
員
．
　
　
二
一
万
一
千
円

　
そ
の
他
、
農
業
委
員
会
長
な
ど

十
四
の
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
報
酬
が
月
額
で
決
ま
っ

て
い
る
も
の
は
七
月
一
日
か
ら
、

ま
た
、
年
額
で
支
給
さ
れ
る
も
の

は
、
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
定
員
変
更
と

　
　
　
　
　
　
報
酬
の
引
き
上
げ

（
年
額
）

。
分
団
長

・
副
分
団
長

・
部
　
長

・
班
　
長

・
団
　
口
貝

八〇九〇四
三
〇
〇
円

八
O
O
円

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

⊥
パ
○
○
円

そ
の
他
の
条
例
改
正
等

▽
水
梨
部
落
に
集
落
開
発
セ
ン
タ

ー
を
建
築
。

　
　
昨
年
の
藤
倉
部
落
に
引
き
続

　
き
、
水
梨
部
落
の
集
会
所
跡
地

　
に
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
築
。

▽
松
之
山
町
高
齢
者
等
肉
牛
飼
育

　
モ
デ
ル
事
業
基
金
条
例
の
一
部

改
正
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
の

　
道
路
改
良
工
事
（
延
長
四
八
○

　
メ
ー
ト
ル
・
幅
六
メ
ー
ト
ル
）

　
を
、
株
式
会
社
「
高
橋
組
」
が

　
四
、
〇
九
九
万
四
千
円
で
契
約
。

◎
請
願
・
陳
情

　
　
今
回
も
三
件
の
請
願
・
陳
情

　
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員

　
会
に
付
託
及
び
、
関
係
機
関
に

　
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
定
員
を
三
五
〇
名
か
ら
三
三
五

　
名
に
減
員
し
ま
し
た
。

。
団
長
一
〇
一
、
○
○
○
円

。
副
団
長
　
　
七
八
、
三
〇
〇
円

・
正
副
部
長
　
五
一
、
三
〇
〇
円

11

、
　
！

（〉デ

堅
t

油
ナ

暁

・墨走は他人の迷惑身の破滅・

夏
の
水
難
事
故
防
止

　
こ
れ
か
ら
本
確
的
な
夏
が
や
っ

て
来
ま
す
。

　
各
地
で
プ
ー
ル
開
き
や
海
開
き

の
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
暑
い
と
き
冷
た
い
水
の
中
は

大
変
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
し
、

ス
ポ
ー
ツ
面
を
考
え
れ
ば
全
身
の

筋
肉
を
使
う
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
、

と
れ
た
体
力
づ
く
り
が
出
来
ま
す
。

　
し
か
し
、
水
の
中
は
色
々
な
危

険
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と
い
、
毎
年
多
く
の

方
々
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犠
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な
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尊
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。
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っ
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っ
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す
。
一
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一
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い
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み
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多
い
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で
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い
で
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、
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ル
な
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水
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触
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会
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多
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す
。

　
泳
ぐ
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や
お
酒
を

飲
ん
で
の
遊
泳
は
止
め
る
、
一
人

で
は
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な
い
な
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充
分
注

意
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、
悲
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い
事
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、
を
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こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ク
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ル
ノ
鋭
幽
●

　
　
　
｛
ノ
　
隅
卜

　
　
　
　
・
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、
一

　
　
　
　
“
　
　
、
㌦
恥

　
　
　
つ
い
て

万
引
き
・
乗
物
盗
や
バ
イ
ク
な
ど

に
よ
る
暴
走
行
為
等
に
走
り
や
す

い
時
期
で
す
。

　
事
故
が
お
き
な
い
よ
う
家
庭
で

子
供
た
ち
の
行
動
等
を
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
、
規
則
正
し
い
生
活

が
出
来
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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町民体育大会

大会プ　ロ　グラ　ム
8時30分

9時30分

9時50分

10日寺00分・

10日寺05分㌧

10時30分

10時40分

10時50分

11時15分

11日寺25ラ｝

11時25分

川峙50分

12時00分

12時40分

12時50分

13時00分

131侍10分

13日寺30ラテ

13日寺40ラ〉

13時55分

14時10分

14時55分

15時30分

開　 会　 式

100M競争（地区対抗）

紅白玉入れ（地区対抗）

3Kロードレース

幼児レース

人間サッカー

人間置きかえリレー

宝箱はこび（地区対抗）

ナイスドリブルスローリレー

　　　　　　　　　（地区対抗）

砲丸投げ（地区対抗）

50，80，100M競争

100M競争

昼　　食

町体育協会表彰式

頭脳綱引き

騎馬戦
地区対抗綱引き（地区対抗）

長なわとび（地区対抗）

民謡おどり

縄ないリレー（地区対抗）

地区対抗リレー（地区対抗）

閉会式
解　　散

今
年
も
熱
い
戦
い
が
み
ん
な
を
待
っ
て
い
る
！

”
連
帯
か
ら
創
造
へ
の
躍
進
”
を
　
　
な
大
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
大
会
で
す
が
、
体
調
を
整
え
本
番

テ
ー
マ
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
　
　
　
ま
た
、
こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て
、
　
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

す
町
民
体
育
大
会
が
、
今
年
も
七
　
　
五
月
よ
り
毎
週
日
曜
日
の
朝
、
各
　
　
　
な
お
、
七
月
三
十
日
が
雨
天
と

月
三
十
日
に
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
　
　
部
落
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
お
　
　
な
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
日
程
が

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
“
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
”
　
　
つ
ま
っ
て
い
る
関
係
で
延
期
で
は

　
昨
年
は
町
制
施
行
三
十
周
年
記
　
　
の
発
表
会
や
、
昨
年
度
各
種
ス
ポ
　
　
な
く
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

念
大
会
と
銘
う
っ
て
、
盛
大
に
行
　
　
i
ツ
で
活
躍
し
た
人
た
ち
を
称
賛
　
　
ま
す
。

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
競
技
の
　
　
す
る
”
体
育
協
会
表
彰
式
”
も
行
　
　
　
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し

内
容
等
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
　
　
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

い
の
で
、
昨
年
と
同
様
に
ぎ
や
か
　
　
　
夏
の
一
番
暑
い
と
き
行
わ
れ
る

　　　　　　　　　　　　薩葡霧i

緊鐸麗轟織

あなたの

　町では昭和63年度と平成元年度の2力年で国か

ら交付される“ふるさと創生1億円。の使いみち

について、広く皆様方のご意見をお聞きすること

になりました。

　この全国の市町村一律に1億円交付されるとい

う“ふるさと創生交付金。は、その使いみちがそ

れぞれの自治体にまかされているという点で、非

常に話題となり関心を集めました。ある町では一

億円分の金塊を買って町民にさわらせたり、だん

だんと減って行くブナ林を保護するため、この交

付金を使って町でその土地を買いあげたりと、各

自治体とも使いみちについて色々考えているよう

です。

　松之山町としましては、この1億円を最も有効

に使うため、次のような要領で皆さんからご意見

を伺う事になりました。沢山の方々から応募いた

だきたいと思います。

の使いみち

をお寄せください

〉趣旨

　ふるさと創生1億円の使いみちについてのア
　イデア、ご意見。

レ応募資格

　松之山町民及び松之山町に関心をお持ちの町

　外在住の方。

〉応募〆切

　平成元年9月末日。

〉審査

　特別につくる審査委員会において審査いたし
　ます。

〉応募様式及び提出先

　様式は特に定めませんので、ハガキ・手紙等

　何でもかまいません。提出先は役場総務課宛で

　お願いします。

　尚、審査により選ばれた数点の方にはお礼を差

し上げます。

　　　　　－甘｝一　　　ノて

＼壷診・

「将来もう少し広い地域を調査

してみたい」　（町長）

　
昨
年
十
月
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
温
泉
源
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
程
一
応
の
調
査
結
果

が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

こ
の
調
査
で
は
兎
日
か
ら
湯
山

に
か
け
て
と
、
大
厳
寺
高
原
か
ら

浦
田
に
か
け
て
の
ニ
ヵ
所
を
空
中

か
ら
探
査
し
た
訳
で
す
が
、
町
と

し
て
一
番
期
待
し
て
い
た
湯
山
地

区
に
は
、
残
念
な
が
ら
有
望
な
温

泉
脈
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
は
り
、
こ
の
地
域
で
は
現
在
あ

る
兎
月
と
湯
本
の
泉
源
近
く
に
泉

脈
が
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
方
の
大
厳
寺
高

原
周
辺
の
調
査
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
ド
に
あ
る
運
動
広
場
附
近
に

有
望
な
温
泉
脈
が
見
ら
れ
る
事
が

分
り
ま
し
た
。

　
当
初
こ
の
地
域
に
は
あ
ま
り
期

待
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
所
だ
け

に
、
大
厳
寺
高
原
の
将
来
に
ま
た

一
つ
の
夢
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

　
町
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を
も

と
に
し
て
色
々
な
検
討
を
加
え
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
開
発
計
画

を
進
め
て
行
く
事
に
し
て
い
ま
す
。

温
泉
空
中
探
査
の

　
　
　
結
果
が
出
ま
し
た

⑥

1
㊤
等
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せ
ん
で
し
た
。

や
は
り
、
こ
の
地
域
で
は
現
在
あ

る
兎
月
と
湯
本
の
泉
源
近
く
に
泉

脈
が
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
方
の
大
厳
寺
高

原
周
辺
の
調
査
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
ド
に
あ
る
運
動
広
場
附
近
に

有
望
な
温
泉
脈
が
見
ら
れ
る
事
が

分
り
ま
し
た
。

　
当
初
こ
の
地
域
に
は
あ
ま
り
期

待
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
所
だ
け

に
、
大
厳
寺
高
原
の
将
来
に
ま
た

一
つ
の
夢
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

　
町
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を
も

と
に
し
て
色
々
な
検
討
を
加
え
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
開
発
計
画

を
進
め
て
行
く
事
に
し
て
い
ま
す
。

温
泉
空
中
探
査
の

　
　
　
結
果
が
出
ま
し
た

⑥

1
㊤
等
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4
一年生もいっばい釣ったよ

　
東
川
小
学
校
ぐ
は
、
プ
ー
ル
の

空
い
て
い
る
L
し
き
を
利
用
し
⊂
鯉

の
椎
礁
を
信
（
、
次
の
ノ
；
ル
使

用
の
前
に
児
童
全
員
r
、
釣
り
大
会

を

行
い
、
魚
を
釣
る
楽
し
み
を
児

童
に
知
っ
て
も
ら
つ
て
い
ま
◎
。

　
ム
フ
年
も
八
月
卜
』
目
の
月
曜
日

に
、
㎜
年
か
ら
八
年
ま
で
、
の
児
童

全
員
が
出
て
鯉
釣
り
を
楽
し

み．

ま

し
た
。
こ
の
日
み
ん
な
が
釣
っ
た

鯉
は
、
昨
年
秋
に
中
尾
の
高
橋
さ

ん
か
ら
も
ら
つ
た
錦
鯉
と
学
校
で

仕
八
れ
た
禽
用
鯉
で
、
㎜
O
セ
ン

チ
前
後
に
自
つ
た
鯉
が
次
々
と
御

れ
て
い
ま
し
た
、
．

　
ま
た
、
七
四
日
に
は
清
届
◎
る

た
め
子
供
た
ち
の
ヒ
ザ
位
ま
で
水

を

肱
っ
た
フ
ー
ル
で
、
釣
り
残
し

た
魚
の
“
つ
か
み
浦
り
大
会
”
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
．
つ
か
み
捕

り
大
会
に
は
布
川
保
育
園
の
園
児

も
参
加
し
て
、
小
さ
な
鯉
を
追
い

か
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
捕
ま

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
暑
い
日
差

し
の
中
で
、
思
い
つ
き
り
水
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
典
川
小
学
校
の
楽
し
い
行
事
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
で
、
は
し
い
で
す

ね
。

ξ艦’督

2
　
公
民
館
で
は
六
目
二
十
t
日
の

夜
に
、
保
育
園
の
年
艮
・
年
中
の

子
供
た
ち
と
、
日
頃
子
供
た
ち
と

運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
お
父
さ

ん
万
を
対
象
と
し
た
「
親
子
体
力

つ
く
り
教
室
し
を
町
民
体
高
館
で

開
き
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力
つ
く

り
を
し
ま
し
た
ゆ お

父
さ
ん
と　

　
「

　
今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
、
し
た

が
、
町
中
か
ら
体
育
館

杯
に
な

る
ほ
ど
の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
、

指
導
を
旧
当
し
た
間
嶋
先
生
も
ビ
、

ツ
ク
リ
。

　
た
の
し
い
あ
い
さ
つ
の
踊
り
C

始
ま
っ
た
体
力
づ
く
り
、
優
の
ヒ

時
か
』
、
b
パ
時
ま
で
の
一
時
問
＼
華

緒
に
体
力
づ
く
り

備
体
操
や
組
体
操
￥
新
聞
紙
と
ナ

イ
ロ
ン
袋
で
作
っ
た
ホ
ー
ル
を
使

っ
て
の
ポ
ー
ル
運
動
な
ど
、
汗
を

流
し
な
が
・
ら
親
子
で
頑
張
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
父
と
～
の
つ
な
が
り

が
、
な
お
｝
属
強
く
な
っ
た
事
と

田
心
い
ま
す
。

汗だくになりながら子供サービスをする

お父さんたち。「ヨーシ上手だぞ！」

瓢
「
餐
血圧測定「大丈夫高くありませんよ」

　　　　　　　　　　　　　　3

町
総
ム
ロ
検
診

　
六
月
十
九
日
か
、
b
二
十
三
日
ま

で
の
五
日
間
、
町
民
体
育
館
と
セ

ン
9
ー
を
会
場
に
総
合
検
診
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
、
約
二
．
干
人
の
万

が
検
診
に
訪
れ
￥
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

皿
圧
．
各
種
ガ
ン
検
診
な
ど
を
皿
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
比
べ
る
と
、
ど
の
検
診

も
受
診
者
が
伸
び
て
い
ま
す
が
、

特
に
胃
ガ
ン
検
診
を
受
け
ら
れ
る

・
受
診
率
が
年
掘
囑

　
万
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
．
」
の

　
胃
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
は
待
ち
時

間
が
長
く
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
来
年
度
は
検
診
車
を
増
や
す

な
ど
改
善
を
検
討
し
て
い
る
そ
う

で
、
㎝
人
で
も
多
く
の
万
か
ら
ガ

ン
検
診
を
．
受
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
検
診
結
果
を
皿
日
で
も
早

く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

現
在
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
二
面
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
，
黒
倉
十
文
字
公
園

「ど二か具合の悪い所はありませんか？」と問診

藻

4
区長、来賓がテープカットし、正式にゲート

ボール場がオープンしました

　
黒
倉
部
落
で
は
町
の
協
力
を
．
受

け
な
が
ら
修
業
者
近
く
の
十
文
字

公
園
内
に
、
四
年
が
か
り
で
二
面

の
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
場
造
り
を
進
め

て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
程
よ
う
や

く
完
成
し
、
六
月
干
四
日
（
土
）

の
午
後
、
大
勢
の
住
民
や
町
展
な

ど
が
出
席
し
て
、
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル

場
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
場
の
回
り

に
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
県
の
緑

化
事
業
の
補
助
を
受
け
て
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
十
文
字
公
園
や
、

文
化
財
と
し
て
も
大
変
珍
ら
し
い

百
体
庚
申
塚
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
部
落
で
は
、
こ
の
二
面
あ
る
ゲ

ー
ト
ホ
ー
ル
場
を
部
落
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
有
効
に
利
用
し
て
ほ
し
い

と
無
料
で
開
放
す
る
そ
う
で
す
。

　
利
用
し
て
み
た
い
と
思
う
万
は

区
長
・
由
ロ
一
長
｝
（
六
ー
三
三
（

五
）
か
関
谷
商
店
（
六
－
三
三
九

六
）
の
万
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
立
派
な
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す
。

糞、』醸認、藁疑義」、籍ξ劇鳳1

きれいに整備された2面のゲートボール場

イスとトイレも完備されています。他流試合など

やってみてはどうですか／

o
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5
町
内
各
地
で
に
ぎ
や
か
に
運

　
　
松
之
山
、
松
里
、
布
川
、
浦
田
、

　
三
省
の
各
地
区
で
は
、
六
月
か
ら

　
七
月
初
め
に
か
け
て
運
動
会
を
行

　
い
、
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に
色

　
々
な
橦
目
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　
　
㎜
番
早
く
六
月
十
一
臼
に
実
施

、
し
た
の
が
布
川
地
区
、
十
八
日
に

は
松
之
山
と
浦
田
地
区
で
行
わ
れ
、

　
二
十
五
臼
は
松
里
地
区
、
し
月
二

日
に
は
三
省
・
下
布
川
地
区
で
行

わ
れ
る
串
に
な
っ
て
い
ま
◎
。

　
松
之
山
校
区
民
運
動
く
云
は
、
前

日
の
雨
の
影
響
も
あ
っ
て
午
前
中

体
自
館
の
中
で
、
午
後
か
ら
よ
う

や
く
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
（
浦
田
地
区
の
皆
さ
ん
は

『
日
外
で
実
施
し
た
そ
う
で
す
。
）

全
児
童
が
紅
白
に
別
れ
て
の
応
援

合
戦
で
始
ま
つ
た
運
動
会
、
ザ
ル

零
き
、
二
人
三
脚
、
大
玉
送
り
な

ど
い
つ
も
の
種
目
に
、
保
育
園
児

の
お
遊
戯
や
高
学
年
児
螢
に
よ
る

鼓
笛
演
奏
な
ど
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

や
か
な
連
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
外
に
出
て
思
い
っ
き
り

走
り
、
児
童
た
ち
も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。

轟
離
ぐ

、
蝿
鷲
．
瀞
馨
・
鷲

　
　
　
　
鋼
　
　
ρ
，
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1

薗が

「
バ
ィ
オ
リ
ン
の
音
色
つ
て
ス
テ
キ
だ
ね
P

　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教
室

」犠鮮

紅白大玉おくり落さないように早く早く

6

バイオリンとビオラ・チェロの四重奏

大変美しいハーモニーで、子供たちも

うっとり。弦楽器はいいですね。

●

　
町
内
の
小
・
中
学
生
が
｝
堂
に

会
し
て
音
楽
に
親
し
む
“
第
六
回

音
楽
鑑
賞
教
室
”
が
、
六
月
二
十

二
臼
の
午
後
、
松
之
山
小
学
校
の

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
東
京
都
交
響
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
9
ー
を
つ
と
め

て
お
ら
れ
る
平
尾
さ
ん
ほ
か
三
名

の
万
を
招
い
て
、
バ
イ
オ
リ
ン
・

ビ
オ
ラ
・
チ
エ
ロ
の
弦
楽
四
堕
奏

の
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
Ψ
尾
さ
ん
ら
は
“
Ψ
尾
弦
楽
四

璽
奏
団
”
を
結
成
し
て
、
各
地
で

演
奏
活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
、

女
性
の
万
（
第
ニ
バ
イ
オ
リ
ン
）

も
『
名
参
加
さ
れ
て
い
ま
d
。

　
こ
の
日
演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
の
「
美
し

き
肯
き
ド
ナ
ウ
し
　
・
「
セ
レ
ナ
ー

「
7
し
や
、
弦
楽
四
、
望
奏
用
に
作
曲

さ
れ
た
ハ
イ
ド
ン
の
「
び
ば
り
し

な
ど
、
　
『
時
間
半
に
わ
た
っ
て
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
弦
楽
器
の
演

奏
を
生
で
聞
く
事
は
，
な
か
な
か

出
来
な
い
の
で
．
児
童
や
生
徒
に

は
大
変
」
罠
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思

い
ま
d
。

磁おんがく

7
中
尾
“
吉
池
園
”
復
元
工
事
終
了

　
鏡
ケ
池
と
と
も
に
中
尾
に
古
く

か
ら
あ
っ
た
”
吉
池
”
の
復
元
造

成
工
事
が
昨
年
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、

六
月
十
臼
に
部
落
の
万
た
ち
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
て

竣
工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
賛
の
ほ
と
ん
ど
は
、

株
式
会
社
吉
池
を
は
じ
め
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癬

　
　
　
　
　
　
颪
灘

六
月
十
日
に
竣
工
式

方
々
の
ご
寄
附
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
寄
附
を
受
け
て
町
で
設
謝
施

工
し
た
も
の
で
◎
。

　
こ
の
日
の
峻
工
式
に
は
、
前
国

務
大
臣
の
高
鳥
修
国
会
議
員
や
町

長
、
吉
池
関
係
者
、
寄
附
を
さ
れ

た
万
々
が
招
待
さ
れ
、
神
富
に
よ

る
御
祓
い
の
あ
と
テ
ー
フ
カ
ッ
ト
、

記
念
碑
の
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ
ま

すっかりきれいに復元された吉池園、鏡ケ池と

ともに町民の憩いの場となるでしょう

し
た
。

　
着
池
園
の
あ
る
場
所
は
、
中
尾

部
落
入
口
か
ら
左
に
少
し
下
が
っ

た
所
に
あ
り
、
田
ん
ぽ
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
中
尾
部
落
に
ま
た
｝
カ
所
名
所

が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
是
非

｝
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

池の脇に建てられた記念碑。裏にはご寄附いた

だいた方々の名前が彫られています

ヲ、1圏

柳

　
俳
句
ば
か
り
で
な
ぐ
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

想
い
出
の
歌
に
連
ら
な
る
顔
ひ
と
つ

心
に
も
な
い
意
地
悪
を
言
っ
て
見
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
杓

俳

句

夢
に
出
て
若
き
母
者
が
綜
結
ふ

木
下
闇
乳
の
張
り
た
る
子
安
仏

雨
云
切
れ
て
峡
に
日
の
射
す
朴
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

小
雪
と
て
迷
い
の
多
し
農
作
業

梅
雨
暗
し
病
を
語
る
老
わ
び
し

田
草
取
り
汗
ふ
く
顔
の
し
わ
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

正
孝

鈴
木
　
俊
一

福
原
秋
静
子
（
益
太
郎
）

神
技
と
言
わ
れ
し
投
綱
師
中
洲
立
ち

空
中
の
綱
輪
に
銀
鱗
手
縄
は
り

箸
先
に
お
ど
る
が
如
き
鯉
洗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
福
原

祝
わ
る
る
老
に
う
ち
わ
の
風
お
く
る

米
寿
の
儀
果
た
し
し
父
に
タ
涼
し

宮
建
ち
て
六
十
年
や
つ
つ
じ
植
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下
　
村
山

流
石
（
銀
作
）

三
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5
町
内
各
地
で
に
ぎ
や
か
に
運

　
　
松
之
山
、
松
里
、
布
川
、
浦
田
、

　
三
省
の
各
地
区
で
は
、
六
月
か
ら

　
七
月
初
め
に
か
け
て
運
動
会
を
行

　
い
、
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に
色

　
々
な
橦
目
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　
　
㎜
番
早
く
六
月
十
一
臼
に
実
施

、
し
た
の
が
布
川
地
区
、
十
八
日
に

は
松
之
山
と
浦
田
地
区
で
行
わ
れ
、

　
二
十
五
臼
は
松
里
地
区
、
し
月
二

日
に
は
三
省
・
下
布
川
地
区
で
行

わ
れ
る
串
に
な
っ
て
い
ま
◎
。

　
松
之
山
校
区
民
運
動
く
云
は
、
前

日
の
雨
の
影
響
も
あ
っ
て
午
前
中

体
自
館
の
中
で
、
午
後
か
ら
よ
う

や
く
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
（
浦
田
地
区
の
皆
さ
ん
は

『
日
外
で
実
施
し
た
そ
う
で
す
。
）

全
児
童
が
紅
白
に
別
れ
て
の
応
援

合
戦
で
始
ま
つ
た
運
動
会
、
ザ
ル

零
き
、
二
人
三
脚
、
大
玉
送
り
な

ど
い
つ
も
の
種
目
に
、
保
育
園
児

の
お
遊
戯
や
高
学
年
児
螢
に
よ
る

鼓
笛
演
奏
な
ど
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

や
か
な
連
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
外
に
出
て
思
い
っ
き
り

走
り
、
児
童
た
ち
も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。

轟
離
ぐ

、
蝿
鷲
．
瀞
馨
・
鷲
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．
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1

薗が

「
バ
ィ
オ
リ
ン
の
音
色
つ
て
ス
テ
キ
だ
ね
P

　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教
室

」犠鮮

紅白大玉おくり落さないように早く早く

6

バイオリンとビオラ・チェロの四重奏

大変美しいハーモニーで、子供たちも

うっとり。弦楽器はいいですね。

●

　
町
内
の
小
・
中
学
生
が
｝
堂
に

会
し
て
音
楽
に
親
し
む
“
第
六
回

音
楽
鑑
賞
教
室
”
が
、
六
月
二
十

二
臼
の
午
後
、
松
之
山
小
学
校
の

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
東
京
都
交
響
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
9
ー
を
つ
と
め

て
お
ら
れ
る
平
尾
さ
ん
ほ
か
三
名

の
万
を
招
い
て
、
バ
イ
オ
リ
ン
・

ビ
オ
ラ
・
チ
エ
ロ
の
弦
楽
四
堕
奏

の
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
Ψ
尾
さ
ん
ら
は
“
Ψ
尾
弦
楽
四

璽
奏
団
”
を
結
成
し
て
、
各
地
で

演
奏
活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
、

女
性
の
万
（
第
ニ
バ
イ
オ
リ
ン
）

も
『
名
参
加
さ
れ
て
い
ま
d
。

　
こ
の
日
演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
の
「
美
し

き
肯
き
ド
ナ
ウ
し
　
・
「
セ
レ
ナ
ー

「
7
し
や
、
弦
楽
四
、
望
奏
用
に
作
曲

さ
れ
た
ハ
イ
ド
ン
の
「
び
ば
り
し

な
ど
、
　
『
時
間
半
に
わ
た
っ
て
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
弦
楽
器
の
演

奏
を
生
で
聞
く
事
は
，
な
か
な
か

出
来
な
い
の
で
．
児
童
や
生
徒
に

は
大
変
」
罠
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思

い
ま
d
。

磁おんがく

7
中
尾
“
吉
池
園
”
復
元
工
事
終
了

　
鏡
ケ
池
と
と
も
に
中
尾
に
古
く

か
ら
あ
っ
た
”
吉
池
”
の
復
元
造

成
工
事
が
昨
年
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、

六
月
十
臼
に
部
落
の
万
た
ち
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
て

竣
工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
賛
の
ほ
と
ん
ど
は
、

株
式
会
社
吉
池
を
は
じ
め
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癬

　
　
　
　
　
　
颪
灘

六
月
十
日
に
竣
工
式

方
々
の
ご
寄
附
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
寄
附
を
受
け
て
町
で
設
謝
施

工
し
た
も
の
で
◎
。

　
こ
の
日
の
峻
工
式
に
は
、
前
国

務
大
臣
の
高
鳥
修
国
会
議
員
や
町

長
、
吉
池
関
係
者
、
寄
附
を
さ
れ

た
万
々
が
招
待
さ
れ
、
神
富
に
よ

る
御
祓
い
の
あ
と
テ
ー
フ
カ
ッ
ト
、

記
念
碑
の
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ
ま

すっかりきれいに復元された吉池園、鏡ケ池と

ともに町民の憩いの場となるでしょう

し
た
。

　
着
池
園
の
あ
る
場
所
は
、
中
尾

部
落
入
口
か
ら
左
に
少
し
下
が
っ

た
所
に
あ
り
、
田
ん
ぽ
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
中
尾
部
落
に
ま
た
｝
カ
所
名
所

が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
是
非

｝
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

池の脇に建てられた記念碑。裏にはご寄附いた

だいた方々の名前が彫られています

ヲ、1圏

柳

　
俳
句
ば
か
り
で
な
ぐ
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

想
い
出
の
歌
に
連
ら
な
る
顔
ひ
と
つ

心
に
も
な
い
意
地
悪
を
言
っ
て
見
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
杓

俳

句

夢
に
出
て
若
き
母
者
が
綜
結
ふ

木
下
闇
乳
の
張
り
た
る
子
安
仏

雨
云
切
れ
て
峡
に
日
の
射
す
朴
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

小
雪
と
て
迷
い
の
多
し
農
作
業

梅
雨
暗
し
病
を
語
る
老
わ
び
し

田
草
取
り
汗
ふ
く
顔
の
し
わ
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

正
孝

鈴
木
　
俊
一

福
原
秋
静
子
（
益
太
郎
）

神
技
と
言
わ
れ
し
投
綱
師
中
洲
立
ち

空
中
の
綱
輪
に
銀
鱗
手
縄
は
り

箸
先
に
お
ど
る
が
如
き
鯉
洗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
福
原

祝
わ
る
る
老
に
う
ち
わ
の
風
お
く
る

米
寿
の
儀
果
た
し
し
父
に
タ
涼
し

宮
建
ち
て
六
十
年
や
つ
つ
じ
植
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下
　
村
山

流
石
（
銀
作
）

三
二

●
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新
潟
県
史
刊
行
の
ご
案
内

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
度
か

ら
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
「
県
史
」

は
、
今
春
、
別
編
二
巻
を
刊
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
最
終

段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
春
刊
行
の
「
別
編
一
年
表
・

索
引
」
は
、
既
刊
の
通
史
編
九
巻

の
利
用
の
便
を
図
る
た
め
、
通
史

編
九
巻
に
記
載
さ
れ
た
重
要
事
項

を
、
年
代
順
に
配
列
し
た
年
表
と

五
〇
音
順
に
並
べ
た
索
引
、
お
よ

び
総
目
次
を
一
巻
に
収
録
し
ま
し

た
。

　
「
別
編
二
資
料
所
在
目
録
」
は
、

県
内
外
の
諸
家
・
諸
機
関
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
県
史
関
係
資
料
の
概

要
を
、
市
町
村
・
都
道
府
県
別
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
県
史
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
二

年
度
に
県
史
の
普
及
版
と
も
い
う

べ
き
「
県
史
概
説
」
（
仮
称
）
を
刊

行
し
て
終
了
し
ま
す
。
既
刊
の
資

料
編
・
通
史
編
・
別
編
と
も
ま
だ

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
昭
和
六
三
年
度
刊
行
巻
の
頒
布

価
格

○
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編
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新
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一

　
　
新
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さ
ん
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寺
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郡美術展覧会

10月21日～23日

　今年で第8回目の開催となる東頸城郡美術

展覧会が、10月21日（土）～23日（月）の3日間、

安塚町町民会館で行われます。

　この郡展は絵画、書道、写真、彫塑・工芸

の4部門で作品を募集するもので、郡内に住

民登録または勤務地を有する高校生以上の方

ならどなたでも応募出来ます。

　出品数は1人1部門3点以内となっていま
す。また、作品の搬入は地元公民館へ10月11

日～16日までとなっていますので、応募され

る方はそれまでに仕上げてください。

　各部門とも大きさ等決まっている物もあり

ますので、詳しい事は公民館（6－2265番）

までお訪ねください。

　沢山の応募をお待ちしています。

サマージャンボ宝くじ

売発

　　（市町村振興宝くじ）

　1等6，000万円（165本）・デラックス・レ

ジャー賞（特別賞）　1，000万円（1，320本）

の当たる「サマージャンボ宝くじ」が発売さ

れます。

　この宝くじの収益金は市町村の災害対策と

明るく住みよい町づくり等に使われます。

　詳しいことは7月17日の新聞紙上で発表さ

れますので参考にしてください。

　抽せん日は9月22日（金）に大阪毎日ホール

で行われます。1等前後賞を合わせると9，000

万円が当たります。あなたも夢を買ってみま

せんか。
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凡

　
　
　
蛎
、
し

ケ
　
　
　
　
㌧
も

タ

町
の
石
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま

　
「
天
下
に
名
高
い
草
津
、
熊
野
、

有
馬
の
温
泉
に
匹
敵
す
る
の
が
北

越
第
一
の
松
之
山
温
泉
で
あ
り
、

諸
方
よ
り
の
客
も
千
人
を
こ
え
る
。

　
山
美
し
く
水
清
く
、
す
ば
ら
し

い
景
色
に
囲
ま
れ
た
村
は
平
和
で

の
ど
か
、
霧
立
ち
煙
た
な
び
く
様

み
れ
ば
仙
人
の
住
む
地
と
も
思
わ

れ
る
。

　
し
か
る
に
道
中
は
危
険
で
難
所

も
多
く
、
村
民
協
議
し
て
石
を
起

こ
し
岩
を
砕
い
て
湯
山
か
ら
湯
本

の
道
路
を
整
備
し
た
。

　
自
然
を
愛
す
る
逸
人
、
高
士
、

詩
客
、
画
．
工
な
ど
お
お
ぜ
い
温
泉

に
来
る
よ
う
に
な
り
、
松
之
山
は

天
下
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
道
幅
一
丈
二
尺
、
長
さ
五
百
三

十
歩
、
湯
山
温
本
な
ど
二
十
一
か

村
の
八
百
三
十
六
人
の
労
力
、
資

金
八
十
六
金
余
り
、
出
資
者
は
田

辺
氏
で
あ
る
。
道
路
の
完
成
を
記

念
し
、
温
泉
の
す
ば
ら
し
さ
を
記

し
、
客
を
招
く
．
石
文
と
す
る
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
、
五
年
）
四
月
」

　
湯
山
松
苧
神
社
境
内
に
あ
る
安

山
岩
の
石
碑
「
松
之
山
温
泉
記
」

の
要
約
で
あ
る
。
碑
文
の
作
者
は

「
水
落
恭
借
」
二
八
一
六
～
七
五
）

柏
崎
の
生
れ
、
京
都
で
医
学
、
漢

詩
を
学
び
、
柏
崎
で
医
業
を
営
む

か
た
わ
ら
作
詩
に
い
そ
し
み
、
天

下
に
名
を
残
す
。

　
漢
詩
人
と
し
て
名
高
い
水
落
恭

侑
に
、
誰
か
何
故
え
に
松
之
山
温

泉
記
を
依
頼
し
た
か
に
つ
い
て
は

今
後
の
調
査
に
待
つ
と
こ
ろ
だ
が
、

現
代
の
工
事
記
念
碑
は
、
湯
山
地

内
の
「
砂
防
竣
、
工
記
念
碑
」
上
川

手
橋
近
く
の
「
伝
水
心
」
の
石
碑

を
は
じ
め
各
地
に
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
当
時
と
し
て
は
、
道
路
改
良
工

事
と
温
泉
の
P
R
を
名
高
い
教
養

人
に
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

当
の
格
付
け
を
ね
ら
っ
た
も
の
で

あ
り
、
見
事
な
売
り
出
し
方
で
あ

る
。
百
、
．

十
年
以
L
も
前
の
村
お

こ
し
、
地
域
の
活
性
化
の
工
夫
の

ひ
と
つ
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
石
碑
に
よ
れ
ば
、

年
間
千
人
の
浴
客
あ
り
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
大
正
九
年
に
は
五
千

九
百
余
名
、
昭
和
五
十
年
度
に
は
、

五
万
七
千
三
百
七
名
、
昭
和
六
十

三
年
度
町
を
訪
れ
た
観
光
客
約
卜

八
万
（
内
旅
館
利
用
十
万
五
千
）
、

日
本
の
豊
か
さ
と
、
町
の
行
政
と

民
間
の
努
力
の
賜
で
あ
ろ
う
。

　
高
句
麗
の
好
太
．
王
の
碑
を
も
ち

出
す
ま
で
も
な
い
が
、
、
石
碑
は
如

実
に
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
る
。

「
伝
水
心
」
は
豪
雨
に
よ
る
天
明

以
来
の
大
洪
水
の
被
害
と
復
旧
工

事
を
語
り
、
　
「
本
山
白
峰
先
生
顕

膨
碑
　
よ
也

ヨ
キ
ム
し
　
ウ
ま

域
の
不
世
出

の
書
家
の
業

績
を
語
り
、

越
後
杜
氏
の

仕
事
ぶ
り
や
、

陸
軍
歩
兵
中

尉
の
壮
絶
な

戦
死
の
状
況

を
伝
え
て
い
、

る
。　

近
年
登
場
し
た
坂
口
安
吾
碑
、

鏡
が
池
の
家
持
の
歌
碑
、
温
泉
旅

館
の
句
碑
な
ど
も
、
町
の
観
光
客

誘
致
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
い

松之山温泉碑の金石文
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麗
．

ず
れ
は
歳
月
の
重
み
を
加
え
町
の

歴
史
を
語
り
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

建
て
ら
れ
て
七
十
五
年
の
管
領
塚

が
、
す
で
に
町
の
観
光
や
史
蹟
の

中
核
と
な
っ
て
い
る
の
を
み
て
も

う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
，

　
石
碑
で
は
な
い
が
「
ど
う
ら
く

じ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
双
体
道
祖
神

が
町
に
数
体
み
ら
れ
る
。
男
女
が

寄
り
そ
い
肩
を
抱
い
た
り
酒
を
注

い
だ
り
し
て
微
笑
ま
し
い
。
旅
の

神
、
お
産
の
神
、
豊
作
の
神
、
悪

の
侵
入
を
防
ぐ
神
と
し
て
、
か
つ

て
は
村
の
境
堺
や
辻
な
ど
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
百
年
二
百
年

と
松
之
山
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
、

松
之
山
の
歴
史
を
ひ
っ
そ
り
と
見

つ
め
て
き
た
愛
く
る
し
い
神
々
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
（
文
責
加
藤
宏
一
）
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新
潟
県
史
刊
行
の
ご
案
内

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
度
か

ら
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
「
県
史
」

は
、
今
春
、
別
編
二
巻
を
刊
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
最
終

段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
春
刊
行
の
「
別
編
一
年
表
・

索
引
」
は
、
既
刊
の
通
史
編
九
巻

の
利
用
の
便
を
図
る
た
め
、
通
史

編
九
巻
に
記
載
さ
れ
た
重
要
事
項

を
、
年
代
順
に
配
列
し
た
年
表
と

五
〇
音
順
に
並
べ
た
索
引
、
お
よ

び
総
目
次
を
一
巻
に
収
録
し
ま
し

た
。

　
「
別
編
二
資
料
所
在
目
録
」
は
、

県
内
外
の
諸
家
・
諸
機
関
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
県
史
関
係
資
料
の
概

要
を
、
市
町
村
・
都
道
府
県
別
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
県
史
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
二

年
度
に
県
史
の
普
及
版
と
も
い
う

べ
き
「
県
史
概
説
」
（
仮
称
）
を
刊

行
し
て
終
了
し
ま
す
。
既
刊
の
資

料
編
・
通
史
編
・
別
編
と
も
ま
だ

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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郡美術展覧会

10月21日～23日

　今年で第8回目の開催となる東頸城郡美術

展覧会が、10月21日（土）～23日（月）の3日間、

安塚町町民会館で行われます。

　この郡展は絵画、書道、写真、彫塑・工芸

の4部門で作品を募集するもので、郡内に住

民登録または勤務地を有する高校生以上の方

ならどなたでも応募出来ます。

　出品数は1人1部門3点以内となっていま
す。また、作品の搬入は地元公民館へ10月11

日～16日までとなっていますので、応募され

る方はそれまでに仕上げてください。

　各部門とも大きさ等決まっている物もあり

ますので、詳しい事は公民館（6－2265番）

までお訪ねください。

　沢山の応募をお待ちしています。

サマージャンボ宝くじ

売発

　　（市町村振興宝くじ）

　1等6，000万円（165本）・デラックス・レ

ジャー賞（特別賞）　1，000万円（1，320本）

の当たる「サマージャンボ宝くじ」が発売さ

れます。

　この宝くじの収益金は市町村の災害対策と

明るく住みよい町づくり等に使われます。

　詳しいことは7月17日の新聞紙上で発表さ

れますので参考にしてください。

　抽せん日は9月22日（金）に大阪毎日ホール

で行われます。1等前後賞を合わせると9，000

万円が当たります。あなたも夢を買ってみま

せんか。
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下
に
名
高
い
草
津
、
熊
野
、

有
馬
の
温
泉
に
匹
敵
す
る
の
が
北

越
第
一
の
松
之
山
温
泉
で
あ
り
、

諸
方
よ
り
の
客
も
千
人
を
こ
え
る
。

　
山
美
し
く
水
清
く
、
す
ば
ら
し

い
景
色
に
囲
ま
れ
た
村
は
平
和
で

の
ど
か
、
霧
立
ち
煙
た
な
び
く
様

み
れ
ば
仙
人
の
住
む
地
と
も
思
わ

れ
る
。

　
し
か
る
に
道
中
は
危
険
で
難
所

も
多
く
、
村
民
協
議
し
て
石
を
起

こ
し
岩
を
砕
い
て
湯
山
か
ら
湯
本

の
道
路
を
整
備
し
た
。

　
自
然
を
愛
す
る
逸
人
、
高
士
、

詩
客
、
画
．
工
な
ど
お
お
ぜ
い
温
泉

に
来
る
よ
う
に
な
り
、
松
之
山
は

天
下
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
道
幅
一
丈
二
尺
、
長
さ
五
百
三

十
歩
、
湯
山
温
本
な
ど
二
十
一
か

村
の
八
百
三
十
六
人
の
労
力
、
資

金
八
十
六
金
余
り
、
出
資
者
は
田

辺
氏
で
あ
る
。
道
路
の
完
成
を
記

念
し
、
温
泉
の
す
ば
ら
し
さ
を
記

し
、
客
を
招
く
．
石
文
と
す
る
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
、
五
年
）
四
月
」

　
湯
山
松
苧
神
社
境
内
に
あ
る
安

山
岩
の
石
碑
「
松
之
山
温
泉
記
」

の
要
約
で
あ
る
。
碑
文
の
作
者
は

「
水
落
恭
借
」
二
八
一
六
～
七
五
）

柏
崎
の
生
れ
、
京
都
で
医
学
、
漢

詩
を
学
び
、
柏
崎
で
医
業
を
営
む

か
た
わ
ら
作
詩
に
い
そ
し
み
、
天

下
に
名
を
残
す
。

　
漢
詩
人
と
し
て
名
高
い
水
落
恭

侑
に
、
誰
か
何
故
え
に
松
之
山
温

泉
記
を
依
頼
し
た
か
に
つ
い
て
は

今
後
の
調
査
に
待
つ
と
こ
ろ
だ
が
、

現
代
の
工
事
記
念
碑
は
、
湯
山
地

内
の
「
砂
防
竣
、
工
記
念
碑
」
上
川

手
橋
近
く
の
「
伝
水
心
」
の
石
碑

を
は
じ
め
各
地
に
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
当
時
と
し
て
は
、
道
路
改
良
工

事
と
温
泉
の
P
R
を
名
高
い
教
養

人
に
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

当
の
格
付
け
を
ね
ら
っ
た
も
の
で

あ
り
、
見
事
な
売
り
出
し
方
で
あ

る
。
百
、
．

十
年
以
L
も
前
の
村
お

こ
し
、
地
域
の
活
性
化
の
工
夫
の

ひ
と
つ
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
石
碑
に
よ
れ
ば
、

年
間
千
人
の
浴
客
あ
り
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
大
正
九
年
に
は
五
千

九
百
余
名
、
昭
和
五
十
年
度
に
は
、

五
万
七
千
三
百
七
名
、
昭
和
六
十

三
年
度
町
を
訪
れ
た
観
光
客
約
卜

八
万
（
内
旅
館
利
用
十
万
五
千
）
、

日
本
の
豊
か
さ
と
、
町
の
行
政
と

民
間
の
努
力
の
賜
で
あ
ろ
う
。

　
高
句
麗
の
好
太
．
王
の
碑
を
も
ち

出
す
ま
で
も
な
い
が
、
、
石
碑
は
如

実
に
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
る
。

「
伝
水
心
」
は
豪
雨
に
よ
る
天
明

以
来
の
大
洪
水
の
被
害
と
復
旧
工

事
を
語
り
、
　
「
本
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峰
先
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顕
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碑
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キ
ム
し
　
ウ
ま
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の
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戦
死
の
状
況

を
伝
え
て
い
、

る
。　

近
年
登
場
し
た
坂
口
安
吾
碑
、

鏡
が
池
の
家
持
の
歌
碑
、
温
泉
旅

館
の
句
碑
な
ど
も
、
町
の
観
光
客

誘
致
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
い
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中
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て
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る
の
を
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て
も

う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
，

　
石
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で
は
な
い
が
「
ど
う
ら
く

じ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
双
体
道
祖
神

が
町
に
数
体
み
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れ
る
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男
女
が

寄
り
そ
い
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を
抱
い
た
り
酒
を
注

い
だ
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し
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微
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ま
し
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。
旅
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神
、
お
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、
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皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

　町の議会はどのようにして招集
されるのですか。また、年問何回
くらい開かれ、どんな事が審議さ
れるのでしょうか。一般町民はい
つでも傍聴して良いのでしょうか。
　　　　　　　　　　　浦田婦人会員

お
答
え
し
ま
す
”
ま
ず
、
町
長

が
審
議
す
る
案
件
が
あ
る
の
で
、

町
議
会
召
集
の
告
示
を
し
ま
す
。
。

そ
れ
は
役
場
告
示
板
に
貼
り
出
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
議
長
が

全
議
員
に
議
会
召
集
通
知
を
出
し

ま
す
。

　
定
例
議
会
は
年
間
四
回
と
す
る

事
が
、
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
に
必

要
に
応
じ
て
臨
時
議
会
が
開
か
れ

ま
す
。
今
ま
で
の
例
で
す
と
年
二

～
三
回
で
す
。

　
審
議
さ
れ
る
事
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
主
に
町
の
一
般
会
計
予
算
・

特
別
会
計
予
算
（
四
会
計
）
・
補
正

予
算
の
審
議
と
か
、
町
条
例
改
正
・

町
予
算
に
よ
る
三
千
万
円
以
上
の

工
事
契
約
に
対
す
る
議
会
の
議
決
・

一
般
質
問
（
こ
れ
は
議
員
が
議
長

の
許
可
を
得
て
、
執
行
機
関
に
対

し
行
政
全
般
に
わ
た
り
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
、
疑
義
を
た
だ

す
も
の
で
す
。
）

　
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
沢
山

の
審
議
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
全
員
で
行
う
本
会
議
の
ほ
か
に

三
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
、
こ

こ
で
も
細
か
く
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
傍
聴
に
つ
い
て
は
定
例
会
・
臨

時
会
と
も
、
本
会
議
は
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
。
但
し
、
議
会

の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
行
為
ま
た

は
、
物
を
お
持
ち
の
方
は
傍
聴
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
事
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
傍
聴
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
多
数
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

鱒
転
嚢

　　・漂9』《・
　　、1　　夢
　　　　　　　　　　　イ、

年4回の定例会と必要に応じ臨時会が開かれます

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

昇
勢
会
チ
ー
ム
が

　
　
二
連
覇
達
成
！

　
九
人
制
で
行
う
町
民
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
六
月
十
一
日
に
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
昇
勢
会
チ

ー
ム
（
高
橋
明
監
督
）
が
昨
年
に

引
き
続
き
優
勝
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
、
色
々
な
行
事

と
重
な
っ
た
関
係
で
参
加
チ
ー
ム

が
三
チ
ー
ム
と
少
な
く
、
大
変
残

念
な
大
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
三
チ
ー
ム
と
も
若

さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
大
会
を
盛

り
あ
げ
、
チ
ー
ム
の
少
な
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　
今
後
は
平
日
の
夜
な
ど
大
会
運

営
方
法
を
検
討
し
、
少
し
で
も
多

く
の
チ
ー
ム
が
参
加
出
来
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
大
会
成
績

優
　
勝
　
昇
勢
会
チ
ー
ム

ニ
　
位
　
松
之
山
・
東
川
混
成

三
位
浦
田
チ
ー
ム

寸響

夏の交通事故防止運動
　　7月21日～8月20日
危険です　寝不足　追い越し　飛ばし過ぎ

　梅雨明けとともに暑い夏がやって来ます。この暑さによ

る疲労で発生する事故が毎年増える一方です。

　また、児童・学生は夏休みに入り、学校からの解放でつ

い気がゆるみがちとなります。お盆帰省や海・山などのレ

ジャーで、長時間車を運転する機会が増えるのもこの時期

です。交通事故に遇わないよう、また、起こさないよう十

分注意してください。

　今回の運動の重点目標は

1、飲酒・過労・暴走運転の追放。

2、子供と高齢者の交通事故防止。

などとなっています。

　特に飲酒・過労による居眠り、バイクの暴走は絶対しな

いようにしましょう。

越
名

水
内

天
藤

おめでた（出生）
かずなり

和成ちゃん　佐藤喜一郎さんの長男
ゆうすけ

雄亮ちゃん　村山三男さんの長男

　
助
や

沖
半
泉

お《窄ゐ（死亡》

布施　　力さん　42歳　　（黒　倉

高橋徳次郎さん　82歳　　（天水島

小野塚ライさん　84歳　　（東　川

＊6月30日までの届出分

賢

　　　　　ヤ　ノさ痂やか君砂二
　面才す　宗

禦撤蕪轡
垂』1．拶》
㌧魁危ノ写

が力誕ゼ＼斗揚
鳶鰍簾縄藤
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有
段
を
め
ざ
し
て

o

黒先白死（1手だけ）

絶妙の手筋

　（3分で初段）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

7
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

6
月
号
の
答
え（

2
0

●

黒
1
と
ワ
リ
込
み
、

捨
て
ま
す
。

皇聴叢耀）　1
舌
し　正解者
て
　　　若井千代松さん（小　谷）

　　　村山　　伸さん（湯　本）

　　　久保田光栄さん（天水島）

●
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よるのにわとり

丹鷺、懸辮
わたしの顔を書きました　バラの花を見ているところ

いしづかけんたろうくんおのづかかなさん（布川年少）　むらやまあすかさん

多くのご寄付
　　ありがとうございました

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
行
工
地
か
祉
と

　
　
　
　
　
を

　
　
　
迎
典
間
町
な
会
り
場

旧
人
縫
年
念
こ

　
婦
山
周
記
　この間、工場となっている建物、肩用等色々

な面で町や地元の皆さんにお世話になったとい

うような事から、10周年記念という事で10万円

を町社会福祉協議会に寄付してくださいました。

大変ありがとうございました。今後とも足腰の

強い工場になってほしいと思います。

　雑巾をありがとう
　天水越の佐藤民子さん（林）が雑巾を縫って、

社会福祉協議会に届けてくれました。ちょっと

した心づかいですが大変ありがたく、大切に使

用させていただきます。

29　27　25　22
日　　「1　「ヨ　日

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
補
欠
選
挙
投
票
日

農
業
委
員
会
総
会

6
月
定
例
議
会
（
3
0
日
ま

で
）健

康
マ
ラ
ソ
ン

郡
青
年
大
会
（
松
代
）

町
婦
人
バ
レ
㌧
ボ
ー
ル
大

会第
2
回
町
民
長
な
わ
と
び

大
会

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投

票
日

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
民
体
育
大
会

編
集
後
記

　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
雨
が
降
る
と
気
温
も

下
が
り
肌
寒
く
さ
え
感
じ
る
事
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
季
節
の
代

わ
り
目
に
は
体
調
を
悪
く
す
る
方

が
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。
十
分
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　
七
月
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が

沢
山
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
力

づ
く
り
宣
一
．
．
口
町
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
、
出
来
る
だ
け
多
く
参
加
す
る

る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

▼
6
月
の
で
き
ご
と

20　　　1914　　　11　10　8　　7　　4　　1

日　日日　日日日日日日
選
挙
管
理
委
員
会

新
潟
県
知
事
選
挙
投
票
日

議
会
総
務
民
生
委
員
会

衛
生
班
長
会
議

中
尾
吉
池
園
竣
工
式

町
民
9
人
制
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

議
会
産
業
経
済
委
員
会

町
総
合
検
診
開
始
（
2
3
日

ま
で
）

議
会
運
営
委
員
会

▼
7
．
月
の
予
定

321日日日
3（｝　26　　　　23　　　　7

日日日日

七
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
五
一
（
　
二
）

　
　
男
／
一
、
九
三
五
（
▲
三
）

　
　
女
／
二
、
〇
一
六
（
　
五
V

世
帯
数
／
一
、
一
九
六
（
　
一
）

（
）
内
は
六
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
七
月
号

　
平
成
元
年
七
月
一
〇
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
台
六
－
一
二
一
三
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局

N
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，
犀

魂鑓輔姦
　　　　　　　　　鉢耀篤

・
唱
翌
甥

〆’岬
鱒騨

霧

　
　
W
．
駕
綱

7
月
3
0
日
　
真
夏
の
太
陽
が

照
り
つ
け
る
中
、

第
14
回
町
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
の

皆
さ
ん
ま
で
沢
山
の
町
民
が

参
加
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

力
強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
相
沢
桃
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
省
地
区
）


